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Atoda. 
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Journal of the Ja}うaneseand 1n働

ternational Economies， Vo1. 5 

Em}りiricalEconomics， V 01. 16 

Journal of the Jaρanese and 1n-
ternational Economies， V 01.日
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35， No. 8 

Public Finω1ce， Vo1. 47 

Journal of the Japanese and 1n-
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1992年

1992年 3月
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Ingo Walter and Takato Hiraki 
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T. Tachibanaki ed.， LabOU1局 Mar-
初 and&onomic Performance: 
Europ的 Japan and the U S， 1994年9月
Macmillan Publishing Comω 
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Macmillan Publishing Com・
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Analysis of Labour Market， 1996年 8月
Routledge 

Economic Policy， No. 23 1996年10月
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L Ohashi and T. Tachibanaki eds.， 
Intemal Labour Markets. Ince ι，〓n・ 1998年 3月
tives and EmpllフI)Jment，London: 
Macmillan Press 

L Ohashi and T. Tachibanaki eds.， 
Internal Labour Markets. Incerト

1998年 3月
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五dacmillanPress 

T. Tachibanaki ed.， Wage 
l}，ifferen.tials.~ An， Intematiq，~al 1998年 3月
Comp'αrison， London: Macmillan 
Press 
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Di..併7・-entials:An International 1998年3月
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Press 

T. Tachibanaki ed.， Wαge 
l}，ifferen.tials.~ A~ International 1998年3月
αmparison， London: Macmillan 
Press 

As~~_n !fconomic Journal， vol. 12， 1998年6月
おυ.2

Review of Income and時々 alth， 1998年 9月
01. 44 

T. Tachibanaki ed.. Who Runs 
Japanese Business久 London: 1998年9月
Edward Elgar 

T. Tachibanaki ed.. Who Runs 
Jaρanese Business?， London: 1998年9月
Edward EIgar 

R. Grif五thsand T. Tachibanaki 
(eds.)， F伽 Aωterity ω

From Austerity to Affluence: The ぺがUence:The Tra'!sf!!rmation 2000年 9月
Turning-Points in Modern Societies o}、theSocio掬&onomicStructures 

of Westem Europe and J.αμn， 
London: Macmillan Press 

Japan Was Not A Welfare State， But. 

R. Grif五thsand T. Tachibanaki 
(edsよ From Austerity to 
Aβ'iuence: The Transforma-
tion of the SociかEconomic 2000年 9月
Structure of Western EuroJうe
αnd Japan， London: Macmil-
lan Press， Chapter 11 
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Structual Issues in the J apanese 
Labor Market: An Era of Variety， 
Equity， and Efficiency or an Era of 
Bipolarization， with H. Fujiki and 
S. Nakada. 

(350) 158 

Optimal Nonlinear Income Taxation 
and Heterogeneous Preferences， 
with N. Atoda 

2001年 6月

2001年11月

The Ja}りaneseEconomic Revieω， 

vol. 52， No. 2 

抗. Osano and T. Tachibanaki， 
(eds.)， Banking， CaPital Mar-
kets and Cor}りorate Govern-
仰 zce，London: Palgrave Pub-
lishers 

Introduction 

2001年11月

H. Osano and T. Tachibanaki 
(eds.)， Banking， CalウitalMar-
kets and Corporate Govern制

ance， London: Palgrave Pub-
lishers， Chapter 5 

Governance Structure of Banks and 
Their Business Performanve， with 
H.Okamura. 

D. Colme， Y. Meguro， and T. 
Yamamoto (eds.)， A Gender 
Agenda，' AsiルE，uroρeDialogue， 
JCIE 

2001年12月

2002年 1月

S. Ogura， T. Tachibanaki and 
David Wise (eds.)， Aging l5sues 
in the United States and Ja}うan，
Chicago: University of Chicago 
Press， Chapter 11 

Gender and Market Mechanism 

Promotion， Incentives and Wages， with 
T.抗aruyama

Review of Income and W旬以，

vol. 48， no. 2 

Income Distribution Effect of Public 
Pensions between Dynastic Families， 
with R. Futagami and K. Kamada. 

2002年6月

T. Ihori and T. Tachibanaki (eds.)， 
Social se，αIrity Rそformin Adv-
anced Countriω; Evaluating R抑制

sion Finα刀同London:Routledge 

2003年10月

2003年10月

T. Ihori and T. Tachibanaki 
(edsよSocialSecurity Reform 
in Advanced Countries; Eva-
luating Pension Finance， 
London: Routledge 

Introduction， with T. Ihori. 

Integration of Tax and Social Secu子

ity Systems: On the Financing 
Methods of a Public Pension 
Scheme in a Payωasヴ ou-goSystem 

2003年10月

S. Ogura， T. Tachibanaki， and 
D. Wise (eds.)， Labor Markets 
and Firm Benefit Policies in 
Jaρan and the United Stαtes， 
Chicago: University of Chi-
cago Press 

The Role of Firms in Welfare Provi-
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Introduction 

Social Security Reform in Japan in 
the Twenty-五rstCentury 

The Differences in the Economic 
Effects between the DB Plan and 
the DC Plan (with T. Takeuchi) 

Inequality and Poverty in J apan 

フランス語論文

Les Disparties des Salaires dans l'In-
dustrie Japonaise 

Mobilite Sociale et Formation en 
France 

日本語論文

収入分配と所得分配の不平等

フランス経済計画の歴史的変遷とその
評錨

年金の経済効果一貯蓄を中心にして一

内部収益率からみた厚生年金制度の所
得再分配効果(下野恵子と共著)

失業期間の計測と思際比較，
業保険が失業期間に与える

税・年金制度の所得再分配効果

最適所得税の数値計算とわが国での応
用

:男女比較

失業期間の計測と国際比較一失業保険
が失業期間に与える影響-

租税・社会保障政策の再分配効果と水
平的平等(跡回藍澄と共著)

若年における失業問題について

所得源泉別にみた所得分配の不平等
(跡出産澄と共著)

T. Tachibanaki (ed.)， The &ono-
mics of Social Secuη・砂 inJ，ゆ叫
London: Edward Elger 

T. Tachibanaki (ed.)， The &ono-
mics of Social Se，ωrzわIin Ja}りalち
London: Edward Elger 

Journal of the Jaρω1ese and In櫛

ternational Economi白， vol.18 

TheJ，αtanese Economic Revie叩，

vol. 57， No. 1 

Annales de l'INSEE， numero 16 
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日本労働協会雑誌 第25巻8号

文醗論集(生命保険文化研究所)
第64号

森口親司・青木昌彦・佐和隆光
編『日本経済の構造分析j創
文社

季刊社会保障研究 第四号

小池和男編『現代の失業J向文
長官

季刊現代経済 第59号

日本労働協会雑誌 第26巻12号

季刊社会保離研究 第20巻 4号
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2004年10月

2004年10月

2004年12月

2006年3月

1974年

1977年

1977年

1978年6月

1980年9月

1982年4月

1983年8月

1983年9月

1983年12月

1984年春

1984年6月

1984年秋

1984年12月

1985年春
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1985年夏

1985年9月

1986年9月

1987年6月

第21巻 1号

日本労働協会雑誌 第27巻 9号

日本労働協会雑誌 第28巻9号

労働省編『長期労働市場の展望J

文研論集(生命保険文化研究所)
第82号

季刊社会保|輩研究

1988年3月

1989年3月18号日本経済研究資産価格変動と資産分布の不平等

西ドイツ経済の雇用・失業問題と貿易
問題

1989年4月第31巻4号日本労働協会雑誌

蝋山昌一編 r21世紀のライフデ
ザ、インJTBSブリタニカ 1989年10月

1990年6月

1990年6月

1990年7月

1991年10月

貯蓄経済研究セン
高齢化と貯蓄・
ぎょうせい 第 3

金森久雄・伊部英男編 f高齢化
社会の経済学j東京大学出版
A 
ヱミ

ファイナンス研究(日本証券研
究所) 12号

橘木俊詔・松浦克己嬬 f金融機
能の経済分析J東洋経済新報
社第3章

橘木俊詔・松浦克己編 f金融機
能の経済分析J東洋経済新報
社第4章

-r人口の
産選択j

ライフサイクルと経済分析

ライフサイクルと資産選択

高齢者の就業問題

家計の資産選択一資産保有ノfターンの
計量分析一(谷川寧彦と共著)

1991年10月

1991年冬第27巻3号季刊社会保障研究

浦宅、へ
お
刑
判

上
市
出
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間金，。J

h
口公〉〕択巽一産

)

資
著

融
共

金
と

の
己

計
克

家

家計資産選択のクロスセクション分析
一連立方程式アプローチー(谷川寧
彦と共著)

貯蓄率の解明一契約貯蓄か自由貯蓄か，
実物資産要因か金融資産要国か一

日本における金融業の規制と規制緩和
の経済

1992年3月フィナンシャル・レピュー(大
蔵省財政金融研究所)第24号

1992年6月

1992年9月

1992年9月

1993年 1月

1993年 1月

『現代日本の金融分析J第 7章

橘木俊詔編 f査定・昇進・賃金
決定J有斐閣

橘木俊詔編 f査定・
決定J有斐閣第

橘木俊詔・連合総合生活開発研
究所編 f労働組合の経済学J
東洋経済新報社序章

橘木俊詔・連合総合生活開発研
究所編 f労働組合の経済学J
東洋経済新報社第 1章

金融・保険業の労働市場と賃金(堀内
昭義・吉野直行と共著)

査定・
識と

-賃金
日本の産業間賃金格差

労働組合の分析はなぜ必要か(古川薫
と共著)

労働組合参加率低下の社会経済的背景

公的年金制度が世代別貯蓄率と資産形
成に与えた影響(佐々木基彦と共
著)

イギリスの失業率の高さについて

フランスの失業問題について

若年失業と労働供給

と公的年金(下野
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橘木俊詔・連合総合生活開発研
究所編『労働組合の経済学』
東洋経済新報社第 4章

1993年 1月

橘木俊詔・連合総合生活開発研
究所編『労働組合の経済学J
東洋経済新報社第10章

未組織労働者と能力主義(野田知彦と
共著)

1993年 1月
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賃金，労働条件と労働組合(野田知彦
と共著)

1993年9月

橘木俊詔・中馬宏之編『生命保
険の経済分析j 日本評論社
第6章

生命保険の経済分析(中馬宏之と共
著)

1993年9月
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匡・井藤年金の経済儲値評錨(八木
徹也と共著)

1993年9月

橘木俊詔・中馬宏之婦 f生命保
検の経済分析j 日本評論社
第8章

生命保険会社の資産運用と株式保有行
動(牧寛久・井藤徹也と共著)

1993年9月生命保険会社の効率性の計測(中馬宏
之・高田聖治と共著)

1994年7月播木俊詔編『ライフサイクルと
所得保障jNTT出版序章

橘木俊詔編『ライフサイクルと
所得保障jNTT出版第 1
章

ライフサイクルと所得保障

1994年7月

橘木俊詔編 fライフサイク jレと
所得保障jNTT出版第 7
章

貯蓄率の解明

1994年7月

橘木俊詔編 fライフサイクルと
所得保障jNTT出販第 9
章

自営業者の労働と所得保障

1994年7月生活保障における政府の役割(大田弘
子と共著)

1994年7月橘木俊詔編『ライフサイクルと
所得保i嘩jNTT出版終章

林敏彦編 f講座・公的規制と産
業 3 電気通信jNTT出版

所得保障の担い手は誰か

電気通信事業における民営化の経済分
析-資本稜働率概念を用いて一(入
江洋と共著)

1994年7月
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金融業における市場原理と規制論理の
棺魁(松浦克己と共著)

1994年9月日本の金融機関の資金調達コストの計
測とその経済的意義

1994年9月

1994年9月

堀内昭義編『講座・公的規制と
産業 5 金融jNTT出版

石川経夫編 f日本の所得と
分配J東京大学出版会
章

公的金融と金融規制

所得分配の現状と最近の推移一帰属家
賓とキャぜタルゲインー(八木霊
と共著)
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究所編『昇進の経済学j東洋
経済新報社序章
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1995年 5月

橘木俊詔・連合総合生活開発研
究所編『昇進の経済学j東洋
経済新報社 第 1章

なぜ昇進の経済学なのか

1995年 5月

橘木俊詔・連合総合生活開発研
究所編『昇進の経済学j東洋
経済新報社終章

役員への途と役員の役割

1995年 5丹昇進の経済学で何がわかり，何をする
必要があるか

1996年 1月フィナンシャル・レビュー(大
蔵省財政金融研究所)第37号

東京金融市場活性化への道(山本容
子・笠松浩充と共著)

橋木俊詔・筒井義郎編『日本の
資本市場J東洋経済新報社
序章

1996年9月
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信託銀行における系列取引:生保会社
との比較を通じて(行司秀俊と共
著)

1996年 9月
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季刊社会保障研究
等価所得比率の測定と所得分配不平等

度の解釈(八木箆と共著)

1997年 2月

1997年11月フィナンシャル・レピュー(大
蔵省財政金融研究所)第43号

1997年11月フィナンシャル・レピュー(大
蔵省財政金融研究所)第43号

1997年12月

1998年 3月

フィナンシャル・レビュー(大
蔵省財政金融研究所)第44号

フィナンシャル・レピュー(大
蔵財政金融研究所)第45号

企業内労働政策一賃金支払L、か非賃金
支払いか一

信託銀行の資産選択と経営効率(尾崎
哲・笠松浩充と共著)

株式持合と企業行動(長久保僚太郎と
共著)

わが国企業年金の制度改革:ポータピ
リティと確定拠出型の導入をめぐっ
て(鯛天材樹と共著)

1990年代における銀行貸出金利の決定
要因(野口卓と共著)

昇進，インセンテイヴと賃金(丸山徹
也と共著)

1998年 7月No.36 

小宮隆太郎・奥野正寛編『日本
経済21世紀への課題J東洋経
済新報社第10章

フィナンシャル・レピュー(大
蔵省貯政金融研究所)第47号

日本経済研究

1998年10月日本の労働問題と社会保障問題

1998年10月

1999年 5月第41巻 5号日本労働協会雑誌

1999年12月

1999年12月

ブイナンシャル・レビュー(大
蔵省財政金融研究所)第52号

フィナンシャル・レピュー(大
蔵省財政金融研究所)第52号

持株会社の経済効果(砂田晃一，野村
秀雄と共著)

失業時の所得保障制度の役割とその経
済効果

東アジアにおける経済発展と消費者行
動の変化に関する一考察(今山学と
共著)

都市銀行の合併効果(羽根田明博と共
著)
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2000年 1月

2000年 7月

2001年 9月

2001年 9月

日本労働協会雑誌第42巻7号

橘木俊詔・ D.Wise編 r(日米比
較)企業行動と労働市場j 日
本経済新聞社第 1章

橘木俊詔・ D.Wise編 r(日米比
較)企業行動と労働市場j日
本経済新聞社第 9章

橘木俊詔編 fライフサイク jレと
リスクj東洋経済新報社序
章

株式持合解消の受け皿

日本の所得格惹は拡大しているか

企業と労働市場の役割

福祉における企業の役割

2001年9月

2001年 9月

2001年 9月

2002年 2月

橘木稜詔編『ライフサイク jレと
リスクj東洋経済新報社第
1章

橘木俊詔編 fライフサイクルと
リスクj東洋経済新報社第
5章

国立社会保醸・人口問題研究所
編 f社会保揮と世代・公正J
東京大学出版会

経済格差と社会変動(社会政策
学会誌)第 7号

ライフサイクルとリスク

結婚のリスク，離婚のリスク

失業のリスクとワークシェアリング

社会保障制度における世代間公平論と
民営化を含んだ制度改革

2002年 3月経済格差と経済政策
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橘木俊詔編 f戦後日本経済を検
証するj東京大学出版会序
章
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家計

なぜ，いま，企業福祉なのか

企業，福祉からの撤退あってよい

日本の不平等と貧国

プロ野球と労働市場




